
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
令
和
３
年
度
教
育
者
表
彰
式
が
令
和
３
年

１２
月
１７
日
（
金
）
午
後
１
時
１５
分
か
ら
文
部

科
学
省
東
館
３
階
講
堂
で
行
わ
れ
、
国
立
大

学
法
人
・
公
立
小
学
校
・
公
立
中
学
校
・
公

立
高
等
学
校
・
一
貫
教
育
等
・
私
立
法
人
の

管
理
職
１５６
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
御
本
人
の
参
加
の
み
で
配

偶
者
及
び
来
賓
な
し
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皇
居
に
て
記
念
撮
影
、
皇
居
参
観
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
へ
の
拝
謁
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
教
育
者
表
彰
で
は
、
宮
澤
一
則

会
長
を
は
じ
め
全
日
中
の
副
会
長
・
理
事
及

び
会
員
４５
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

永
年
に
わ
た
る
教
育
へ
の
御
尽
力
・
御
貢
献

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
公
立
中
学
校
関
係
者
は
次
の
方
々
で

す
。

（

）
内
は
本
会
の
役
職
名
で
す
。

三
浦

利
章
（
副
会
長
）
千
歳
市
立
千
歳
中

横
山

誠
之
（
理
事
）

青
森
市
立
筒
井
中

松
葉

覚
（
副
会
長
）
盛
岡
市
立
下
橋
中

工
藤

隆
（
理
事
）

秋
田
市
立
泉
中

新
野

彰
（
理
事
）

山
形
市
立
第
一
中

佐
藤

浩
哉
（
理
事
）
福
島
市
立
福
島
第
一
中

岩
田

利
美

石
岡
市
立
石
岡
中

�
井

久
（
理
事
）
宇
都
宮
市
立
陽
北
中

小
林

信
二

伊
勢
崎
市
立
殖
蓮
中

吉
野

雅
彦
（
副
会
長
）
深
谷
市
立
花
園
中

伊
東

隆
（
理
事
）

銚
子
市
立
銚
子
中

新
村

紀
昭
（
理
事
）
練
馬
区
立
上
石
神
井
中

宮
澤

一
則
（
会
長
）

板
橋
区
立
中
台
中

上
條

茂
（
理
事
）

藤
沢
市
立
鵠
沼
中

白
江
日
呂
雄
（
理
事
）
高
岡
市
立
志
貴
野
中

才
鴈

一
博

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
中

藤
井

雅
之
（
理
事
）

福
井
市
美
山
中

山
口

真
一
（
理
事
）

松
本
市
立
清
水
中

中
村

好
一

下
呂
市
立
下
呂
中

太
田

修
司

磐
田
市
立
城
山
中

山
田

貞
己

下
田
市
立
下
田
中

柵
木

智
幸

岡
崎
市
立
甲
山
中

中
川

克
巳
（
理
事
）

津
市
立
東
橋
内
中

清
水

貴
博
（
理
事
）

彦
根
市
立
彦
根
中

岩
場

利
知
（
理
事
）
宇
治
市
立
東
宇
治
中

西
留

俊
春

藤
井
寺
市
立
藤
井
寺
中

檜
垣

真
章
（
理
事
）
神
戸
市
立
湊
翔
楠
中

深
瀬

重
雄
（
副
会
長
）
生
駒
市
立
鹿
ノ
台
中

音
無

長
裕

田
辺
市
立
高
雄
中

足
立

祥
一
（
元
理
事
）
米
子
市
立
湊
山
中

門
脇

岳
彦
（
理
事
）

松
江
市
立
第
一
中

梅
原

信
芳
（
理
事
）

岡
山
市
立
高
島
中

枝
廣

泰
知

廿
日
市
市
立
廿
日
市
中

岡
田

淳
子
（
理
事
）

岩
国
市
立
川
下
中

杉
本

恭
介
（
理
事
）

徳
島
市
徳
島
中

間
嶋

浩
（
理
事
）

高
松
市
立
玉
藻
中

兵
頭

弘

八
幡
浜
市
立
八
代
中

近
藤

結
香
（
前
副
会
長
）
東
温
市
立
重
信
中

小
田

通

南
国
市
立
香
南
中

谷
口
久
美
子

西
海
市
立
西
海
中

�
本

省
吾

天
草
市
立
本
渡
中

大
園

隆
明
（
理
事
）

熊
本
市
立
長
嶺
中

田
辺

徹
（
理
事
）
大
分
市
立
南
大
分
中

（８８）



古
木

克
浩
（
理
事
）
宮
崎
市
立
宮
崎
東
中

平
田

和
利

鹿
児
島
市
立
伊
敷
台
中

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
等
に
よ
り
、
孤
独
・
孤
立
に
悩
ん
で
い
る

方
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
こ
の
た
び
、

内
閣
官
房
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
室
が
一
般

向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

内
閣
官
房
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
室
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

あ
な
た
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い：

https
://notalone-cas.go.jp/

（
コ
ン
テ
ン
ツ
）

・
孤
独
・
孤
立
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
向

け
の
各
種
支
援
制
度
や
相
談
先
に
つ
い
て
、

自
動
応
答
に
よ
り
案
内
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
・
よ
く
あ
る
御
質
問
と
そ
れ
へ
の
回
答
や

専
門
家
ら
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
情

報
・
野
田
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど

▼
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討

会
議
（
第
２
回
）
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
休

日
の
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
整
備

充
実
さ
れ
る
以
前
の
学
校
運
動
部
活
動
の
在

り
方
」
に
係
る
資
料
の
一
部
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
現
在
全
日
本
中

学
校
長
会
と
し
て
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
御
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
１

総
論

【
課
題
】

・
こ
れ
ま
で
、
中
学
校
等
（
※
）
の
生
徒
（
以

下
「
生
徒
」
と
い
う
。）
の
健
や
か
な
育

成
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
そ
の
多
く
を
学
校

が
運
動
部
活
動
を
設
置
運
営
す
る
形
で

担
っ
て
き
た
。
※
中
学
校
、
義
務
教
育
学

校
後
期
課
程
、中
等
教
育
学
校
前
期
課

程
、
特
別
支
援
学
校
中
学
部

・
し
か
し
、
少
子
化
や
学
校
の
働
き
方
改
革

が
進
む
中
で
、
現
行
の
、
学
校
単
位
で
活

動
し
、
指
導
は
教
員
が
担
う
と
い
う
運
動

部
活
動
の
継
続
は
困
難
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
、
各
学
校
に
お
い
て
運
動
部
活

動
が
廃
止
・
縮
小
さ
れ
て
い
く
と
、
生
徒

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
が
大
き
く
減

少
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

【
対
応
策
】

○
上
記
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
学

校
の
運
動
部
活
動
に
代
わ
り
、
地
域
住
民

の
一
員
で
あ
る
生
徒
が
将
来
に
わ
た
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
小
学
生
や
成
人
等
の
他
の
世
代

と
同
様
に
、
生
徒
も
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
を
新
た
に
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
各
市
町
村
、
地
域
に
お
い
て
、
地
域
に
お

け
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築
を
着

実
に
進
め
る
た
め
、
方
法
や
在
り
方
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

会
員
訃
報

鹿
児
島
県
霧
島
市
立
綾
南
中
学
校
長

外
西

一
彦
様

五
十
六
歳

十
二
月
十
四
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

．

（８９）


